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１．コミュニティ・スクールについて
（１）岡山市の取組

平成14年度〜
岡輝中学校区「新しいタイプの学校運営に関する実践研究」
平成16年度〜
石井・中山・福田中学校区「岡山市地域協働学校づくり事業」
（国：コミュニティ・スクール法制化）
平成17年
岡山市第１号の「地域協働学校」として４校園を指定

（平成29年 国：コミュニティ・スクール努力義務化）
令和2年度
岡山市立全校が地域協働学校に
令和5年度
国の制度に沿って岡山市教育委員会規則を改正
令和8年度〜
地域協働学校からコミュニティ・スクール岡山へ ３

１．（２）「コミュニティ・スクール」とは

◯学校運営協議会を置く学校園をいう。

◯学校園と地域住民・保護者が力を合わせて学校園
の運営に取り組むことが可能となる「地域とともに
ある学校園」に転換するための仕組み。

４



１．（３）「学校運営協議会」の役割

５文部科学省「コミュニティ・スクール2016」

１．（４）「コミュニティ・スクール」のメリット

６
文部科学省「コミュニティ・スクールのつくり方」



２．「学校運営協議会」のすすめ

７

２．（１）地域と学校園の連携・協働の仕組み

８

コミュニティ・スクール



２．（２）学校運営協議会と地域学校協働本部の成熟度（ステージ）

学運協：学校運営協議会（□）
推進員：地域学校協働活動推進員

本 部：地域学校協働本部（◆）

熟 議：熟慮と協議

ステージ

１
学 校 園 学運協説明・報告・依頼

承認・意見

□ 期首・期末の学運協の開催

□ 保育・教育基本方針等の説明

□ 保育・教育活動の報告

□ 意見・感想（評価を含む）◆ 保育・教育活動への支援

支援者

保育・教育活動支援

依 頼

ステージ

２

学 校 園 学運協

評価

ビジョンに沿って目的を明確にした協働活動

□ 期首・期末に加えた中間期での学運協の開催

□ 学運協で熟議・協働して創る学校づくりの方向性

□ 学校園評価の通じた保育・教育課程の充実や見直し◆ 本部機能を担っている場がどこかを見極める◆ 目的に応じた事業・取組を実施し、評価する◆ 地域学校協働活動推進員の配置を考える

協 議

話し合いの場
（本部）

提案
方向性・手段

提案・アイデア
・多様な視点熟 議

（推進員）

ステージ

３
□◆ 多様で継続的な協働活動の展開

□◆ 目指すこども像の実現◆ 学運協や本部の提案・提言の充実

地域とともにある学校づくり
学校を核とした地域づくり

学運協を
プラットフォーム
にした協働活動が充実

提案

の実現

地域社会

地域社会

ステージ１と重複
する機能は省略

６

９

コミュニティ・スクール

学校運営協議会・目指すこども像の説明
・学校運営方針の説明
・必要な支援の説明・依頼

・重点取組の説明や提案

・教育活動の報告
・評価指標の提案

・学校関係者評価の開催

・評価等結果を教育課程へ反映

学校長

承認

［学校からの依頼］
花壇整備の
ボランティアを
お願いできませんか。

〇 花壇整備ボランティア
「学校のために、こどものために」

依頼

保護者・地域住民

教育活動支援

ステージ１（例）

報
告

お願い
できますか

わかりました

依頼

７

登下校の見守り支援、学習・部
活動支援、職場体験学習 等

地域学校協働活動

１０

２．（２）学校運営協議会と地域学校協働本部の成熟度（ステージ）



コミュニティ・スクール

学校運営協議会

学校長

〇生活科のゲストティーチャー

保護者・地域住民

地域学校協働活動

教育活動支援

ステージ２（例）

こどもたちに○○の力をつける
ために協力してください

わかりました。
目的に沿った支援を
していきますね。

・目指すこども像の説明

・学校運営方針の説明

・必要な支援の説明・依頼

・重点取組の説明や提案
・教育活動の報告

・評価指標の提案

・学校関係者評価の開催
・評価等結果を

教育課程へ反映

提案

承認

［学校からの提案］

表現する力を高める
ために生活科の学習活
動でこどもと一緒に栽
培活動しながら、見つ
けたことなどを会話や
文章でやり取りするの
はどうでしょう。

評
価

報
告

目標・目的の明確化視点の明確化

「こどもに○○の力をつけるために」

生活科の植物栽培の

活動支援を通してこども
とやり取りするのですね

目標・目的の明確化

目標・
目的・
手段の
共有

話し合いの場

登下校の見守り支援、学習・部
活動支援、職場体験学習 等
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２．（２）学校運営協議会と地域学校協働本部の成熟度（ステージ）

コミュニティ・スクール

学校運営協議会

熟議の場

・目指すこども像の提案や説明
・学校運営基本方針等の説明
・必要な支援の説明や依頼

・重点取組の提案
・評価指標の説明や提案

・学校関係者評価の開催

・教育課程へ反映

学校長

地域学校協働活動

（例）小５ 防災教育
総合的な学習の時間

○ 地域の方に過去の災害のお話を聞く機会
○ 保護者と一緒に避難経路の安全確認を行い、

防災マップの素案作成
○ 合同防災訓練への参加
○ 学習してまとめた内容を発表

（保護者や地域の方の参観）

○ 合同防災訓練の実施
○ 防災マップの編集・発行
○ ゲストティーチャーの推薦
○ 公民館の講座とコラボ
○ 非常用備品の確認
○ 町の防災体制の見直し

保育・教育活動
（教育課程の充実）

支援

ステージ３（例）

［重点取組の提案］
○ 防災教育の充実
・防災教育を進めてこどもの

危機回避能力を高めたいで
すね。

・地域安全部会を中心に取り
組みについて相談していた
だきましょう。

提案

地域学校協働本部の機能地域学校協働本部の機能

報
告

評
価

反映

承認

提案

（例）地域安全部会を中心に話し合い

提案

協働

こどもたちに○○の力を付けさせたいですね。
何ができるか考えてみましょう。

△△の活動を取り入れてみては
どうかしら。

その活動なら、□□という組織や▽▽
さんの力を借りたらどうかな。

町内会、公民館、消防団等に
協力を依頼しましょう。

１２

２．（２）学校運営協議会と地域学校協働本部の成熟度（ステージ）



２．（３）学校運営協議会の運営の工夫・改善のポイント

◯ 報告は短く、熟議の充実を

◯ ＰＤＣＡサイクルの確立
・熟議→活動→評価→改善

◯ 開催時期・開催回数・開催方法の
見直し

１３

・育成を目指すこども像
・学習指導要領の改訂について
・教育課程に学校運営協議会の取組を
位置付けるためには

・コミュニティ・スクールの理念と意義
・地域、ＰＴＡ、各部の取組
・教育に関する総合調査の結果
・人事に関する要望
・生徒指導上の問題を改善するためには
・メディアコントロールについて
・各校園の研究について
・学区の安全管理の役割分担等
・コミュニケーション力を育成するには
・全国学力・学習状況調査の結果
・クリーン作戦の実施方法
・こどもの体力向上を図るためには
・地域防災についての取組
・ボランティア活動

・ワークライフバランス
・教員の働き方
・教職員が行きたくなる学校園
・学校支援について保護者・地域ができること
・学校支援について保護者・地域にしてほしいこと
・生活リズムを整える取組
・ネットやスマホのルール作り
・発達障害について
・国際理解教育
・食育
・保護者の地域との関わりについて

１４

２．（４）熟議テーマ例

熟議を通して、学校園と地域が互いの理解
を深め、学校園運営の当事者として、とも
に学校園の在り方を考えていくことが大切
です。


